






要約:平成 4 年 1 月から 12 月までに、東京医大病院小児科を受診した初診患者 1769 名の

うち、心身症あるいはその疑いのある症例は 95 名、5.4%であった。主訴としては疼痛が

27 名で、そのうち腹痛が 14名、頭痛 7名、胸痛6名であり、排泄障害は 23 名で、夜尿 21

名、昼間遺尿 2 名、睡眠障害は 11 名で、夜驚 9 名、夜泣き 1 名、特定不能の睡眠時異常

行動 1 名であった。その他チック 8 名、発熱(微熱)7 名、摂食障害(食思不振)6 名などが

みられた。この中で腹痛 14 名中 6 名、微熱 7 名中 6 名、倦怠感 2 名中 1 名、嘔気 2 名中

1 名、合計 14 名は不登校と考えられた。また食思不振を主訴とした 6 名中 4 名は神経性

食思不振症であった。


